


選挙

変
わ
り
ま
す
。
縫
蟻
欝
一
雛

２
１
世
紀
の
参
議
院
議
員
繋
申

…
）
園

明るい選挙のイメーソキャラウ与一
　　　選営のめい甘いくん
　　「みんなの■票　大切’［！」

０
「
定
敦
が
変
わ
る
の
？

＾
書
昏
易
定
祭
嬰
見
芒
た
。

　
参
議
院
議
員
の
定
数
が
２
５
２
人
か
ら
２
４
２
人
へ
削
減

さ
れ
ま
す
。

１００人→　９６人

１５２人→１４６人

２５２人→２４２人

＼

○平成１３年 、１６年の２回の通常選挙の際１＝５

　人ずっ削減されます
。

●各選挙では定数の半数ずつ改選されます
。

●選挙区の議員定数は、岡山県、熊本県、鹿児島県

　がそれぞれ２人（改正前各４人）に削減されます
、

●■●●■■●●■●●●●●●■●●■●●■■●●■■■■■■■■■■■■■●■■■●■■■■■■■■■■

、
＾
更
５
碧
実
の
暮
轟
碧
婁
…
に
寄
書
。

　
非
拘
束
名
簿
式
比
例
代
表
制
へ

の
改
正
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
の
政

党
に
よ
る
選
挙
運
動
の
ほ
か
、
新

た
に
、
候
補
者
個
人
の
選
挙
運
動
　
　
街
頭
演
説
な
ど
）

（
は
が
き
１
５
万
枚
、
ビ
ラ
２
５
万
　
に
な
り
ま
す
。

枚
Ｈ
２
種
類
、
ポ
ス
タ
ー
７
万
枚
、

が
で
き
る
よ
う

Ｑ
運
讐
邊
反
が
あ
る
と
、
ど
う
な
る
の
？

＾
○
口
艘
比
例
代
轟
ｏ
讐
で
も
邊
ｏ
ｏ
が
口
用
さ
れ
暮
す
。

　
　
連
座
制
と
は
、
候
補
者
や
立
候

　
補
予
定
者
と
一
定
の
関
係
に
あ
る

　
人
が
、
買
収
罪
な
ど
の
罪
を
犯
し
、

　
刑
に
処
せ
ら
れ
た
場
合
、
候
補
者

●
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や
立
候
補
予
定
者
本
人
に
つ
い
　
表
選
挙
で
は
、
候
補
者
個
人
の
た

　
て
、
そ
の
選
挙
の
当
選
を
無
効
と
　
　
め
に
行
う
選
挙
運
動
に
連
座
制
が

　
し
、
立
候
補
制
限
と
い
う
制
裁
を
　
　
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
科
す
制
度
で
す
。
参
議
院
比
例
代
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邊挙

・’一 １・・ 　　　口　 ・　コ

０公示

　　　各政党が候補書名竈を届出（当遺１偵値はなし）

　投票
　　　　 、１’

○ホＯ郎 △△党

候補書名で壱

政党名で毛

投口できる

有楕者は …

　■定の要件査満たず政党
は、 当選順位を付けないで

候補者名簿を届げ出まず
。

　開票

有権者は、名簿１：記

載され左候禰者名を投

。ペ ミ．レ

馴
票用紙１＝記載して投票しまず。ただし、候

補者名１ｚ代えて政党名を記載して投票ずる

ことができまず
。

灘２
圃＝

各政党の総得臼酬こ応じて議庸を庄例配分し
、

候補冒ごとの得日歓の順に当遺人を沸める

○結果

ＯＯ党４００万票
雪　○山〇六　１２０万票

目　○田Ｏ江　１００万悪

目　ＯホＯ副　　８０万雇

　　Ｏ’ｌＯ手　６０万票

政党名の捜票　４０万票

３人当選

△△党　８００万票

目△野△代
目△水△一

　△ホ△子
　△中△治
政党名の投票

９０万察

７０万票

５０万票

３０万票

６０万票

２人当選

当選人の決め方は …

（ヨ）政党の総得票数に基づいて「ドント万式」（注）により、各政党の当選人の数か決

まりま或。な芯政党の誰得票数は候補者個人の得票と政党名の得票を合算した有の
とします。【注】ドント万式 ・・ 比例代表選挙１こおける当選人の決定方式。政党の得票
数を１から」１眞に整数で割り 、その商

の大きい順１こ政党に議席を与える
自

者案者である法学者ドント（ペルギ

ー）の名にちなむ
。

◎各政党に配分されヒ当選人の数の

なかで、得票数の右っ と右多い候補

者から順次当選人か決まります
白

＾ポＴ ’’・

、〕 ・

’

ｏ２
○
山

Ｘ

姿
一

夫
●

；・
岳’

ｏ｛＾
＾

ｏ■

… ．　’

で選

篶叢兵＾
者　’ま

の亭で 非○
当ｂの ■竈
麓雀婁蝸
位め院名比
を政比竈何
決党例弍代
めの代と豪
て側表な螂

り讐
票有お　まは
し権く　し
ま者方た
しは式　 ’

た政
。党拘
こ名束
れを名
に記簿
対載式
しし）
’てで

新投　 ・

Ｑ

ど
ん
な
し
く

み
‘二

変
わ
る
の
？

●

またあか補らはた
すいるを者れ ’に

’候た記名て名導
　補め載まい簿入
　者　’したまでさ
　を有てはせはれ
　選権投政ん当た
　ぷ者票党 。選非
　こはす名有順拘
　と当るの権位束
　が選方い者は名
　でさ式ずが決簿
　きせでれ候め式

○　○
　　▼

９

圃

●●●●■●●■●●●●■■■■■●■●■■●●●●●■
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．●お問い合わせ先　　　　　　　 ．

■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
・総務省（ｈｔｔｐ１〃ｗｗｗ．ｓｏｕｍｕ ．ｇｏ

．ｊｐ）

、・
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●●．・．・．
．｛財〕明るい選挙推進協会、都道府 ．

：県 ・市町村の選挙管理委員会　　　　：
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

●●●●●●■■■■■●●■●■■●●●●■●●●●●■



国　保

鋤艶留
○醐留

更新しましたか国民健康保険証
　国民健康保険の被保険者証及ぴ退職被保険者証が、４月「日から新し＜なりました

。

　旧保険証では医療機関にかかれませんので、まだ更新されていない方は、役場窓口１ｚて

至急更新して＜ださい。　（更新手続きには１日保険証を持参して＜ださい。）

国保の眉出について
　この４月、国保被保険者で会社１こ就職ずる万、又は会社を離職される万で国保以外の健

康保険に入る見込みがない万は、国保の届け出をお願いしまず
。

　国保を取得ずる場合は、取得日までさかのぼって課税されまず。また、喪失の手続きを

しないといつまでも課税され続１プまずので、届出はずみやか１こお願いいたしまず
。

国保にカ０入ずる目 国保をやめる日
１． 他の市町村から転八してきた日 １． 他の市町村へ転出ずる日の翌日

（職場の保険に加入してし、ない場合） ２． 職場の健康保険１Ｚはいった日の翌日
２． 職場を退職した日の翌日 ３． 死亡した日の翌日
３． 出生した日 ４． 生活保護を受１プ始めた日
４． 生活保護を受けな＜なった日

■
：
＝ 一　．

’

国保１Ｚ入るとき 国保をやめると琴

○印鑑 ○印鑑

＠健康保険資格喪失証明書（仕事を退職し ◎新しい保険証と国保の保険証の両万

た目がわかるもので、事業所が交付しまず）

◎保険証（家族の中で国保１こ加八している人

がいる揚合）

＠年金を受給している方は年金証書

※届出は役場住民福祉課窓口で行って下さい 。

平成１２年度国民健康保険税はもう納めましたか？
　この４月より平成１３年度がフタートしましたが、まだ、平成１２年度の国保税を納め終わ

っていない万は、５月３１日までに納めて＜ださいまずようお願いいたしまず。前年度以前

の保険税を完納されていないと短期保険証をお渡しずることになりまず。また、高額療養

費や出産育児一時金等の給付を保険税１こ充当していただ＜などの指導１…１させていただきま

ずので、お早めに納めて＜ださい
。

Ｅヨー
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お知らせ 西栓□Ｉ榊２５－２１２１ 籔育委口会＝ＹＬＯ会館）０２５－２９４１ いきいき僅康福祉センター８２５－４０００

申
，
■
Ｏ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ト

サ
ー
ビ
ス
聞
胎
”

　
町
で
は
、
役
場
窓
口
で
の
待
ち
時

間
を
軽
減
す
る
た
め
、
４
月
－
日
よ

り
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
の
申
請
書

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し

ま
す
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
よ

り
、
手
続
き
に
必
要
な
書
類
が
２
４
時

間
い
つ
で
も
取
り
出
せ
、
申
請
書
な

ど
を
役
場
に
取
り
に
く
る
手
間
が
省

け
、
直
接
窓
口
に
来
る
前
に
必
要
事

項
の
記
入
や
必
要
書
類
の
用
意
な
ど

の
事
前
準
備
が
で
き
ま
す
。
今
後
も

提
供
可
能
な
申
請
書
な
ど
の
種
類
を

増
や
す
な
ど
、
更
な
る
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
を
図
る
予
定
で
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

◇
４
月
－
日
サ
ー
ビ
ス
開
始
申
請
書

●
戸
籍
関
係

・
戸
籍
謄
抄
本
の
請
求
書

・
住
民
票
等
の
請
求
書

・
印
鑑
登
録
証
明
書
交
付
申
請
書

●
税
関
係

・
各
種
証
明
＾
公
図
・
閲
覧
）
交
付

　
申
請
書

・
西
桂
町
地
図
交
付
申
請
書

お
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
　
情
報
推
進
係

狂
犬
病
予
防
注
蝸

　
平
成
１
３
年
度
狂
犬
病
予
防
注
射
を

次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。
注
射
会

場
は
混
雑
し
ま
す
の
で
釣
銭
の
な
い

よ
う
料
金
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

目
時
４
月
１
３
日
（
金
）

　
　
　
　
午
前
１
０
時
｛
１
２
時

　
　
　
　
午
後
－
時
｛
３
時

場
所
役
場
裏
駐
車
場

手
数
料

新
規
登
録
手
数
料
　
３
千
０
０
０
円

予
防
注
射
料
金
　
　
２
千
８
５
０
円

注
射
済
票
交
付
手
数
料
　
５
５
０
円

担
当
獣
医
　
飯
島
獣
医
師

注
意

　
当
日
予
防
注
射
を
受
け
ら
れ
な
い

場
合
は
、
役
場
住
民
福
祉
課
環
境
衛

生
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
．
後
日

訪
問
注
射
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

そ
の
他

◎
法
律
に
基
づ
き
犬
の
登
録
は
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
未
登
録
の
飼

い
主
は
必
ず
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
予
防
注
射
は
生
後
９
０
日
＾
約

３
ヵ
月
）
以
上
に
な
っ
た
ら
年
－
回

必
ず
受
け
ま
し
ょ
う
。

＠
犬
の
飼
い
主
の
方
は
町
に
届
出
を

し
て
下
さ
い
。

・
飼
い
犬
が
死
亡
し
た
と
き

・
飼
い
主
が
変
わ
っ
た
と
き

・
飼
い
犬
の
在
地
の
変
更

・
飼
い
犬
の
変
更

犬
を
逝
正
に
飼
育
し
ま
し
ょ
う

　
散
歩
中
の
犬
の
フ
ン
に
関
す
る
苦

情
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
．

あ
な
た
の
愛
犬
が
、
近
所
の
方
か
ら

好
か
れ
る
た
め
に
も
、
フ
ン
の
後
始

末
を
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
犬
の
放

し
飼
い
は
し
な
い
で
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
坦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
＞
、

家
竈
リ
サ
イ
ク
ル
法
が
施
行

　
４
月
か
ら
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
が

施
行
さ
れ
、
テ
レ
ビ
・
冷
蔵
庫
・
洗

濯
機
・
エ
ア
コ
ン
の
４
品
目
は
、
西

桂
町
で
は
収
集
し
な
い
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
買
替
え
な
ど
で
不
用
と
な
っ
た
製

品
の
処
理
を
、
販
売
店
（
購
入
し
た

店
）
に
依
頼
し
ま
す
。
不
用
と
な
っ

た
製
品
の
リ
サ
イ
ク
ル
費
用
と
運
搬

費
用
は
、
消
費
者
の
負
担
に
な
り
ま

す
の
で
、
そ
の
費
用
を
販
売
店
に
支

払
う
｝
」
と
に
な
り
ま
す
．

消
臼
者
の
負
担
分

　
テ
レ
ビ
　
　
２
千
７
０
０
円

　
冷
蔵
庫
　
　
４
千
６
０
０
円

　
洗
濯
機
　
　
２
千
４
０
０
円

　
エ
ア
コ
ン
　
３
千
５
０
０
円

　
　
　
　
　
十
消
費
税
十
運
搬
費
用

お
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
福
祉
課
環
境
係

唄
董
挟
養
手
当

　
児
董
扶
養
手
当
と
は
、
父
親
の
い

な
い
児
童
（
１
８
歳
未
満
の
誕
生
日
の

属
す
る
年
度
末
ま
で
、
中
度
以
上
の

障
害
を
有
す
る
場
合
は
、
２
０
歳
未
満

児
童
）
養
育
し
て
い
る
母
親
が
公
的

年
金
を
受
け
て
い
な
い
と
き
に
支
給

さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
所
得
制
限
が

あ
り
ま
す
．

受
給
資
格
者

　
次
の
条
件
に
該
当
す
る
児
童
を
養

育
し
て
い
る
母
又
は
養
育
者

・
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

・
父
が
死
亡
し
た
児
童

・
父
が
一
定
の
障
害
状
態
に
あ
る
児

　
童・

父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児
童

・
父
か
ら
引
き
続
き
ー
年
以
上
遺
棄

　
さ
れ
て
い
る
児
童

・
父
が
引
続
き
１
年
以
上
拘
禁
さ
れ

　
て
い
る
児
童

・
未
婚
の
母
の
子

・
棄
児

　
但
し
、
母
、
養
育
者
ま
た
は
児
童

が
公
的
年
金
＾
老
齢
福
祉
年
金
を
除

く
）
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き

や
、
児
童
が
福
祉
施
設
に
入
所
措
置

さ
れ
て
い
る
場
合
な
ど
、
手
当
が
支

給
さ
れ
な
い
要
件
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
手
当
の
支
給
要
件
に
該
当

す
る
日
か
ら
５
年
を
経
過
し
た
と
き

は
、
正
当
な
理
由
あ
る
場
合
を
除
き
、

認
定
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

お
間
い
合
わ
せ
先

　
住
民
福
祉
課
福
祉
係

Ｙ
Ｌ
０
▲
一
竈

平
震
蓼
乏
墓

　
子
育
て
に
悩
ん
で
い
る
人
、
子
ど

も
と
一
緒
に
楽
し
く
色
々
な
活
動
を

し
て
み
た
い
人
、
遠
く
か
ら
お
嫁
に

来
て
子
育
て
の
仲
問
が
ま
だ
い
な
い

人
、
近
所
に
こ
ど
も
の
遊
び
相
手
が

い
な
い
の
で
探
し
て
い
る
人
…
な
ど

な
ど
、
母
親
ク
ラ
ブ
に
入
っ
て
み
ま

せ
ん
か
？
楽
し
い
仲
問
が
い
っ
ぱ

い
。
月
に
一
度
の
活
動
で
、
心
も
体

も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
．
子
育
て
が
楽
し

く
な
る
こ
と
請
け
合
い
で
す
。

活
動
日
　
毎
月
第
３
木
曜
日

主
な
活
動
　
親
子
ハ
イ
キ
ン
グ
・
手

芸
・
料
理
会
・
工
作
・
自
然
体
験
・

ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど

入
会
冒
　
無
料

申
し
込
み
　
電
話
ま
た
は
直
接
、
児

童
館
へ
申
し
込
み
し
て
下
さ
い
。
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．
一
灯
鳳
ブ
く
小
ぼ
一

　
　
　
．
軸
が
主
役
．

　
今
回
は
、
「
ま
だ
ま
だ
と
い
う
気

持
ち
が
大
事
」
と
い
う
本
町
の
菅
谷

久
夫
さ
ん
（
７
８
歳
〕
で
す
。

　
植
木
職
の
菅
谷
さ
ん
は
、
今
で
も

現
役
で
子
供
に
手
伝
っ
て
い
ま
す
。

町
内
の
仕
事
が
多
く
「
植
木
が
良
く

な
る
」
と
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
仕
事
を
通
じ
て
の
信
用
だ
と
思
い

ま
し
た
。
ご
飯
の
支
度
か
ら
掃
除
・

洗
濯
・
買
い
物
・
畑
仕
事
か
ら
田
ん

ぼ
の
仕
事
も
し
て
い
ま
す
。
「
人
閥

は
仕
事
が
あ
る
こ
と
が
大
事
」
と
言

い
ま
す
。
今
男
女
共
生
の
活
動
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
が
、
自
分
の
出
来
る

事
は
一
緒
に
す
れ
ば
い
い
と
若
い
頃

か
ら
食
事
の
支
度
も
し
て
来
た
そ
う

で
す
。
時
代
臥
先
端
を
生
き
て
い
ま

す
。
ほ
う
と
う
や
う
ど
ん
を
作
る
と

息
子
家
族
に
も
分
け
る
そ
う
で
す
。

定
期
的
に
病
院
に
通
院
し
て
い
ま
す

が
、
「
ど
こ
か
痛
い
」
と
ず
く
ん
で

い
た
ら
だ
め
だ
そ
う
で
す
。

国
萎
誓
う
嚢

　
心
と
身
体
の
健
康
づ
く
り
の
た
め

に
今
年
度
も
保
健
係
と
教
育
委
員
会

の
共
催
に
よ
り
歩
こ
う
会
を
年
３
回

計
画
い
た
し
ま
す
。
例
年
申
し
込
み

多
数
の
た
め
ー
回
ご
と
の
申
し
込
み

に
な
り
ま
し
た
。

目
　
時
　
５
月
２
３
日
（
水
）
午
前
９
時

場
　
所
　
忠
魂
碑
嚢
山
　
遊
歩
道

申
し
込
み
方
法
　
参
加
希
望
者
は
５

月
９
日
よ
り
１
５
日
ま
で
の
間
に
、
い

き
い
き
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
保
健
係

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

持
ち
物
　
弁
当
・
水
筒
・
雨
具
・
軍

手

８
国
＾
讐
■
８

：
哩
田
を
８
れ
い
に
す
ろ
清
１

　
　
　
　
　
○
加
吝
口
●

　
平
成
１
３
年
度
よ
り
高
齢
者
を
対
象

に
「
自
ら
の
健
康
づ
く
り
」
「
生
き

が
い
づ
く
り
」
「
社
会
参
加
」
を
目

的
に
西
桂
町
を
き
れ
い
に
す
る
活
動

を
行
い
ま
す
凸
活
動
を
と
お
し
て
一

人
一
人
が
高
齢
期
を
明
る
く
い
き
い

き
過
ご
し
、
い
つ
ま
で
も
元
気
で
い

る
よ
う
Ｂ
型
機
能
訓
練
を
開
始
し
ま

す
。
月
１
｛
２
回
の
活
動
で
す
。
参

加
希
望
者
は
、
各
地
区
寿
ク
ラ
ブ
役

員
さ
ん
に
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

．
亨
．
，
．
一
タ
．
．

錦
ぺ
一

　
　
　
、
隻
一

　
．
毒
刊
．
！
、
．

“
．
．
．
　
．

・
｝
一

苫
．

　　！…　　　　 一

倉見公民館前
いきいき倶康福祉センター

役　　　　　場

小　　学　　校
いきいき倶康福祉センター

いきいき健康福祉センター

いきいき倶康福祉センター

いきいき僅康福祉センター

いきいき嚢康福祉センター

三つ峠登山道
いきいき便康福祉センター

いきいき侵康福祉センター

いきいき僅康福祉センター

いきいき僅康福祉センター

いきいき僅康福祉センター

いきいき僅康福祉センター

午前９時３０分～１２時

午後１時～３時
午前１０時～１２時午後１時～３時

午前１０時～１２時午後１時～３時

午前９時～１２時

午後１時３０分～

午後１時３０分～

午前９時～１２時

午前１０時３０分～

午前９時３０分～

午前９時～１２時

午後１時３０分～３時３０分

午前９時～１２時

午後１時３０分～

受付午後１時～１時１５分

午前１０時～１２時

平成１１年７ ・８ ・９月生

平成１２年６ ・９ ・１２月生

平成１３年１ ・２ ・３月生

生後３ケ月～８９ヶ月

平成１３年１ ・２ ・３月生

＾
宝
・

廿
廿
．

４

月

５

月

１６（月）

１６（月）

１７（火）

１８（水）

１９（木）

全Ｏ（金）

２４（火）

皇６（木）

２６（木）

２７（金〕

＝１（火）

＝８（火）

１０（木）

１０（木）

１１（金）

佗（火）

肺・住民結核検診

肺・住民結核検診
肺・ 住民結核検診

肺・ 住民結核検診

健康相談
１歳６ヶ月児健診

乳児健診
母子相談
絵本の読み聞かせ会

機能訓練Ｂ
健康相
母親教室
母子相談
機能訓練
ポリオ予防接種

母親教室
　
臣

．
∴
４
ま
－

　
．
、
・
．
て
．

　
第
篤
係
主

　
　
一
．
吉

１…　’琴１．

乱
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生活習慣病検診の日程

目　程 検　　診　　項　　目 目己負担金

循環昌…検診（腎臓 ・肝臓 ・皿糖含お） １，５００円

大腸がん検診 ５００円

７
月
３
０
日
（
月
）
３
１
目
（
火
）
１
０
月
１
６
目
（
火
）
１
７
目
（
水
〕

結核検診 ・肺がん検診（しントグン ・媛） 疲５００円

胃がん検診 １，ＯＯＯ円

肝がん検診
１，ＯＯＯ円

歯科検診は７月３旧 ・１０月１７目のみでず
。

無　料

苗．　一　　 １　 ＝・！　　：１　・　　　　　．１・

い料次でき郵　慣家　ま今
。での下健送愛病庭愛し年
　すとさ康し育検を育よも
ｌｌ１顯１ゑ１
茸緋 音蓋羊奉泰嚢

　参上担しい区さ生さ 　を
　下は金込きにい活ん受
　さ無はんいは 。習の　テ

蓬
壽
平
仁
事

肺・ 結核住民検診の日程

日　　　　　時 場　　　所

４月１６日（月〕

前９時３０分～１２時
倉見公民館

４月１６目（月〕

後１時～３時
いきいき僅康福祉センター

４月１７目（火〕

前１０時～１２時　午後１時～３時
役場

４月１８目（水〕

前１０時～１２時　午後１時～３時
小学校

診＠　検ｏ保を　｛
問結年診平健受肺ユ８肺
診核間申成係け検日 ・

票健行込１３かて診で結
　康事書年ら下問す核

福ま士
祉すが禁
セ　．あ煙
ン希なし
タ望たた
１者のい
二は禁方
」　 ’煙　

’

琴螂
だい手婦
さき伝
い健い栄
。康し養

診予
断定
受表
診
票
及
び
肺
検

度おさ診
検届い票
診け　。に

状し　　記
況た　　入
調書　　し
べ類　　て
及　　　検
び　　　診

住
民
検
診
ま

４

月
ユ６

日

今◎ｏ手・つはバう〉２０ホひ自事こす
．

　食生活は健康づくりの基本。１日３食、過食、偏食を避け、量、質を考えなければい

けません。次の表にある６つの食品群から、できるだけ多くの種類の食品をまんべん

なく食べると栄養のバランスがよくなります。一番の問題は、若い世代を中心に増え

ている朝食抜きです。朝食抜きは栄養素の偏りだけでなく 、肥満への近道。理想は朝

食で１日の総摂取エネルギーの３分の１程度をとる事ですが、朝は食欲がでない、時

問がないという人は、牛乳や野菜ジュースを１杯飲むことから始めましょう
．

■国■■■３■■６■■

２／

置
紀
垣
お
峨
る
国
轟
警
茜
運
動

第１群

第２群

第３群

第４群

第５群

第６群

良口なたんぱ＜竈の主な供給源

カルシウムの主な供給源

カロチン（ピタミンＡ）の主な
供給源

ピタミンＣやミネラルの主な供

給源

竈口性エネルギーの主な供給源

層口性エネルギーの主な供給源

豆、 魚、 肉、 たまご

牛乳、乳製品、小魚、海讐

ニンジンなどの倶黄色野菜

キやベツなどの疲黄色野菜や
果物

米、 小麦、いも類

油脂類

家族のふれあいの場としての食事は、子供の健全な心身の育成や
生涯を通じて良好な食生活を実践する力を育むために重要です

。



ボランティアだより

「■蕨
萎
蓄
護
講

　
　
春
の
１
日
を
皆
で
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
４
月
２
２
日
（
日
）

受
付
午
前
９
時
３
０
分

開
式
十
煎
岬
時
・
、
、
、
！

場
　
所

催
し
物

　
興
味
・
関
心
の
あ
る
方
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ｉ
ま
で
ご
連
絡
下

さ
い
。
電
話
２
５
－
２
３
０
０

亦
乏
百
召
几
Ｌ
フ

ハ
ム
ス
タ
ー

　
ハ
ム
ス
タ
ｉ
で
は
一
緒
に
活
動
を

す
る
お
友
達
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
ハ
ム
ス
タ
ｉ
は
、
自
分
た
ち
に
で

き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
見
つ
け

な
が
ら
、
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

興
味
・
関
心
の
あ
る
方
は
児
童
館
及

び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
ま
で
遵

絡
を
下
さ
い
。
高
学
年
の
お
友
達
も

大
歓
迎
で
す
。

午前１０時３０分．
」．．

立川志贋め会’

ギタｒ…二・ フ』レ十ニト． ．藩声

一人で漬じるライブでず吉

堅苦し・＜な＜二」ウットホ

ムな雰囲気ゆ中で行われ
とても楽しい会でず」 一・…

午後↑碍…

ボランティアダルーｒ

の出し物

詩０今 ・コーラフ ・義踊 ・

大正琴等

リ
フ
オ
ー
ム

ホ
一
２
ノ
テ
ィ
ｚ
－
蔦

　
西
桂
町
社
会
福
祉
協
議
会
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
リ
フ
ォ

ー
ム
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま

す
。　

捨
て
れ
ば
ゴ
ミ
と
な
っ
て
し
ま
う

古
着
や
ハ
ギ
レ
な
ど
を
利
用
し
、
新

た
な
小
物
を
作
り
出
し
て
見
ま
せ
ん

か
。

手
語
サ
］
ク
ル
美
水
会

　
美
水
会
で
は
、
一
緒
に
活
動
を
す

る
仲
間
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
皆
で
手
話
を
学
び
、
言
葉
や
耳
の

不
自
由
な
方
々
と
交
流
を
図
っ
た
り

し
ま
せ
ん
か
。

　
興
味
・
関
心
の
あ
る
方
は
、
左
記

の
活
動
日
に
お
越
し
い
た
だ
く
か
、

ボ
ラ
ン
テ
ア
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡

下
さ
い
。

活
動
目
　
毎
週
水
曜
日

時
　
間
　
午
後
－
時
３
０
分
…

　
　
　
午
後
３
時
ま
で

温
か
い
冒
蔓
竈

あ
娑
？
き
ｎ
姜
す

　
３
月
上
旬
、
上
町
の
小
山
多
美
子

さ
ん
が
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の

利
用
者
へ
、
ひ
な
祭
り
の
ブ
レ
ゼ
ン

ト
を
届
け
て
下
さ
い
ま
し
た
。

利
用
者
の
皆
さ
ん
も
大
変
喜
ん
で
い

ま
し
た
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

ボ
ラ
ｚ
ア
ィ
２
７
几
ー
ウ

４
目
勿
漬
睾
壷

裏
邊
冒
呈
童
田
い

　
毎
年
、
児
童
の
交
通
安
全
を
願
い

「
明
る
い
社
会
づ
く
り
運
動
郡
内
推

進
協
議
会
」
よ
り
「
黄
色
い
帽
子
」

を
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

が
、
本
年
も
西
桂
小
学
校
の
新
一
年

生
（
６
６
名
）
を
対
象
に
ご
寄
附
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
毎

日
こ
の
「
黄
色
い
帽
子
」
を
か
ぶ
っ

て
元
気
に
登
校
し
ま
す
。
善
意
に
心

西
桂
町
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
定
則

総
会

９
日
（
月
）

あ
じ
さ
い
の
会

１
１
日
・
２
５
一
水
一

歌
お
う
山
吹
の
会

２
日
・
９
日
・
１
６
日
・
２
３
日
（
月
）

西
桂
吟
詠
会

３
日
・
１
０
日
・
１
７
日
・
２
４
日
＾
火
）

手
話
サ
ー
ク
ル
美
水
会

４
日
・
ｕ
日
・
１
８
日
・
２
５
日
＾
水
）

西
桂
町
食
生
活
改
善
推
進
員
会

　
４
月
の
ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
会
食

サ
ー
ビ
ス
の
当
番
地
区
は
柿
園
で
す
。
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１ ９・ ９ケ ，
１．一般幹部候補生とは

大卒程度の学カを有する人を対象とした、陸海空自衛隊の幹部自衛官（飛行ｒパイロット」技術及び

一般要員）を養成するコースです
．

採用された方は、幹部候補生学校で約１年間の教育を受け部隊配属後は逐次昇任し将来の高級幹部と

して自衝隊の指揮官、幕僚、学校教官、新装備の研究開発などの重要なポストにつくことができます
。

２． ８集臼項

一般幹部候補生 ・一般要員（陸上 ・海上 ・航空目衛隊〕

・飛行要員（海上 ・航空目衡隊）

技術幹部候補生（海上目衛隊）

＊応募資格 ＊

募集種目
大学卒業程度の学カを有し、２０歳以上、２６歳末満（２２歳末満は大卒者１見込み含お〕〕

応募資格
大学院修士課程修了者（見込み）は２８歳末満

（海上技術幹部候補生は、運学または工学課程終３者に限る）

医科 ・歯科、薬剤科幹部候補生

＊応募資格 ＊

医科 ・歯科 １専門の大学卒（見込み〕で２０歳以上、３０歳末満

薬剤科 １専門の大学卒（見込み〕で２０歳以上、２６歳未満（薬学修士取得者は、２８歳末満〕

受付期間 平成１３年４月９目（月）～５月１１圓（金）

１次 １５月２６日（土） ・　　２７日（日〕（２７日は飛行要員のみ〕

試験期日 ２次 ：６月２６日（火）～６月２８目（木）

３次 ：７月２８日（土〕～８月９目（木）（航空飛行婁員のみ〕

入　　隊 平成１４年３月下旬～４月上旬

３． 間合せ先
山梨地方連絡部募集課　甲府市北新１－７－９　　　　　　　　　ＴＥＬ０５５－２５３－１５９１

甲府募集案内所　　　　甲府市丸の内２－１４－１３　ダイタビル５階　ＴＥＬ０５５－２２８－６４２７

大月募集事務所　　　　大月市御太刀２－８－１０　夫月合同庁舎内　ＴＥＬ０５５４－２２－１２９８

三珠分駐所　　　　　　西八代郡三珠町上野６１３　　　　　　　　　ＴＥＬ０５５－２７２－０８８４

グルーブ活動中の事故
、

往復途中の事故

平成１３年４月１日から

翌年３月３１日まで

お直 い　わせ

西桂町教育委員会

ＴＥＬ２５－２９４１
スポーツ活動、文化活動、ポランティア活動等１こ最適な保険です

。

　　　　※５名以上のグループで加入してください
坦



お知らせ

■■
■■

移
転
準
侑
の
尤
め

診
察
な
ど
が

変
わ
リ
ま
す
。

童
、
岬

　
ヲ

　
咄

　
坤
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
一

　
市
立
病
院
は
５
月
－
日
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
廿

　
上
吉
田
地
内
＾
新
市
立
病
院
）
に
移
転
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
一
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
．

　
　
新
病
院
は
、
上
吉
田
の
城
山
東
地
区
に
あ
以
５
肩
－
目
に
旧
病
院
か
ら
移
転
し
ま
ず
。
ツ

　
移
転
こ
伴
、
、
４
月
２
８
日
＾
土
）
午
後
か
ら
５
月
６
日
（
日
）
ま
で
の
間
、
一
．

＾

■
一
一
般
外
来
・
救
急
外
来
は
休
診
し
ま
す
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

一
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

、
一
　
入
院
患
者
さ
ん
は
、
５
膚
－
日
に
新
病
院
に
移
送
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
ず
が
、
医
療
一

一
＾

．
・
機
器
や
各
種
設
備
等
を
新
病
院
へ
移
動
さ
せ
た
り
、
新
た
に
設
貿
ず
る
必
要
が
あ
り
ま
叩

；
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
叩

。
一
一
ず
の
で
、
一
般
外
来
．
救
急
外
來
は
休
診
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
ず
。
　
　
　
　
　
　
曲
■

．
一
　
『
」
れ
に
と
も
な
い
、
旧
病
院
の
駐
重
場
・
駐
輸
場
は
患
者
さ
ん
や
機
器
移
動
の
出
八

一
口
を
確
保
ず
る
た
め
に
、
４
目
２
８
目
（
土
）
午
後
か
ら
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
協
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
円

　
力
＜
だ
さ
い
ま
ず
よ
う
お
願
い
し
ま
ず
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出

＾

。
．
一
ま
た
、
移
転
が
近
づ
く
の
に
伴
い
、
手
術
・
検
査
・
入
院
・
院
内
処
一

一
一
方
な
ど
も
制
限
さ
れ
ま
す
．

一…

一
一
　
大
型
の
医
療
機
器
や
手
術
機
器
を
新
病
院
へ
移
設
し
、
手
術
な
ど
が
で
き
る
よ
う
に
一

言

一
一
ず
る
に
は
約
１
か
月
の
藩
顛
間
が
必
要
で
ず
。
司
能
な
限
り
診
療
を
行
な
い
な
が
ら
、
一
■

…

＾
移
転
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
ず
が
、
手
術
や
検
査
、
八
院
な
ど
に
制
限
が
で
サ

．
＾
．；

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｉ

“
　
て
ま
い
り
ま
ず
。

鶉
　
ま
た
、
お
薬
に
つ
い
て
も
４
月
１
６
目
（
月
）
か
ら
は
調
剤
の
た
め
の
器
械
な
ど
の
移

一
帥
設
が
始
ま
り
、
院
内
で
の
処
方
が
制
限
さ
れ
ま
ず
。
そ
の
た
め
、
外
来
患
者
さ
ん
に
は

■　
お
薬
を
院
外
処
方
＾
保
険
薬
局
で
の
処
万
）
で
お
受
け
取
り
い
た
だ
＜
こ
と
に
な
り
ま

島

一
舳
ず
が
、
ご
理
解
と
ご
協
カ
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
ず
。

一
一
新
病
院
の
一
般
外
来
・
救
急
外
来
は
・
５
月
７
日
＾
月
）
か
ら
始
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾

品
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
止
、

芯
　
診
察
券
は
い
ま
ま
で
の
各
科
こ
と
か
ら
、
１
枚
（
名
科
共
通
）
に
変
わ
り
ま
ず
。
３

蒜
＾
目
ま
で
に
診
察
を
受
け
ら
れ
た
患
者
さ
ん
に
は
、
４
肩
１
０
目
（
火
）
か
ら
旧
病
院
の
総
一

一
一
合
案
内
で
新
し
い
診
察
券
を
お
渡
し
い
た
し
ま
ず
。
４
目
－
目
以
降
の
初
診
の
患
者
さ
一
・

一曲

一
一
ん
に
つ
き
ま
し
て
は
、
総
合
案
内
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

・
　
新
病
院
に
移
り
ま
ず
と
様
々
な
手
続
き
や
シ
フ
テ
ム
が
変
わ
り
、
若
干
の
混
乱
が
予
叶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
咄
一

二
想
さ
れ
ま
ず
。
患
者
さ
ん
に
ご
不
便
や
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
な
い
よ
一
つ
職
員
一
同
、
努
一

一
一
力
し
て
ま
い
り
ま
苛
の
で
、
よ
ろ
し
＜
お
願
い
い
た
し
ま
ず
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一

一
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岬

一
一
　
　
　
　
　
　
　
　
富
±
吉
田
市
立
病
院

一
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
電
話
０
５
５
５
（
２
２
）
４
「
「
１
　
　
一
一

一
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
．

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
、
４

月
６
日
（
金
）
か
ら
１
５
日
＾
日
）
ま

で
の
１
０
日
間
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
４
月
は
新
入
学
、
新
入
園
の
季
節

で
す
。
子
供
の
動
き
に
は
十
分
注
意

し
て
交
通
事
故
か
ら
守
り
ま
し
ょ

う
。　

交
通
事
故
を
防
止
す
る
た
め
に

は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
だ
け
で
は
な
く
、

町
民
ひ
と
り
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル

を
守
り
、
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
を
身

に
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
．

◎
運
動
の
重
点

○
飲
酒
運
転
の
絶
滅

◎
自
転
章
の
安
全
利
用
の
推
進

＠
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
の
着
用
の
徹
底

＠
高
齢
者
と
子
供
の
交
通
事
故
防
止

山
梨
展
酒
運
萎
実
施
中

期
間
平
成
１
３
年
－
月
－
日
壬

　
　
　
　
　
　
　
　
１
２
月
３
１
日

　
こ
の
作
戦
は
、
県
下
６
４
市
町
村
ご

と
に
、
飲
酒
運
転
違
反
及
び
飲
酒
運

転
に
よ
る
交
通
事
故
並
び
に
死
亡
事

故
の
件
数
に
つ
い
て
、
｝
」
れ
に
対
す

る
当
該
市
町
村
の
運
転
免
許
人
口
の

割
合
に
よ
り
順
位
を
競
う
も
の
で

す
。　

咋
年
７
月
－
日
よ
り
１
２
月
３
１
日
ま

で
の
６
ケ
月
問
の
結
果
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
。
西
桂
町
に
お
い
て
は
、
県

下
６
４
市
町
村
あ
る
中
で
、
下
か
ら
８

番
目
、
５
７
位
と
悪
い
結
果
と
な
り
ま

し
た
。
都
留
警
察
署
管
内
で
は
、
最

下
位
と
な
り
、
今
後
の
交
通
安
全
対

策
の
強
化
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。

　
国
土
交
通
省
で
は
、
国
民
の
皆
様

に
よ
り
一
層
道
路
に
親
し
ん
で
い
た

だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
８

月
の
「
道
路
を
ま
も
る
月
間
」
を

「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」
と
名
称
を

変
更
い
た
し
ま
し
た
。

　
平
成
１
３
年
度
の
「
道
路
ふ
れ
あ
い
、

月
間
」
で
は
、
行
事
の
一
環
と
し
て
、

昨
年
ま
で
の
「
道
路
を
ま
も
る
月
間
」

と
同
様
に
、
平
成
１
３
年
度
「
道
路
ふ

れ
あ
い
月
間
」
推
進
標
語
を
広
く
一

般
か
ら
募
集
し
ま
す
。

　
道
路
は
、
国
民
の
日
常
生
活
や
経

済
活
動
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
墓

本
的
な
施
設
で
す
が
、
あ
ま
り
に
も

身
近
な
存
在
で
あ
る
た
め
、
そ
の
重

要
性
が
見
過
ご
さ
れ
が
ち
で
す
。

　
そ
こ
で
、
８
月
の
「
道
路
ふ
れ
あ

い
月
問
」
の
行
事
の
一
環
と
し
て
、

平
成
１
３
年
度
「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」

推
進
標
語
の
募
集
を
通
じ
て
、
改
め

て
道
路
の
意
義
・
重
要
性
に
つ
い
て

考
え
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

◇
募
集
テ
ー
マ
◇

　
道
路
は
国
民
共
有
の
、
つ
ま
り
あ

な
た
の
財
産
で
す
。
＾
み
ん
な
が
道

路
と
親
し
み
、
ふ
れ
あ
い
、
常
に
広

く
、
美
し
く
、
安
全
に
、
共
に
楽
し

く
利
用
し
ま
し
よ
う
Ｖ

◇
応
募
方
法
◇

　
応
募
は
が
き
、
ま
た
は
官
製
は
が

き
１
枚
に
、
標
語
－
点
と
氏
名
、
住

所
、
電
話
番
号
、
性
別
、
年
齢
、
職

業
＾
一
般
、
学
生
【
高
校
生
以
下
］

別
）
を
記
入
の
う
え
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。

◇
応
募
期
間
◇

　
平
成
１
３
年
４
月
２
７
日
（
金
）
ま
で

（
当
日
必
着
）

◇
宛
先
◇

〒
１
０
２
－
Ｏ
０
８
２
　
東
京
都
千

代
田
区
一
番
町
１
０
番
６
号
一
番
町
野

田
ビ
ル
５
階

　
道
路
広
報
セ
ン
タ
ー
　
平
成
１
３
年

度
「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
問
」
推
進
標

語
募
集
係
あ
て

　
な
お
、
イ
ン
タ
ｉ
ネ
ッ
ト
で
も
募

集
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
場
所
は
（
Ｃ
宛
［
）

巨
８
一
ミ
ミ
峯
ミ
．
昌
窃
ゴ
自
ｇ
ｏ
＼
』
彗
巨

○
き
く
Ｏ
晒
Ｏ
＼
で
す
。

◇
問
い
合
わ
せ
先
◇

国
土
交
通
省
道
路
局
道
路
交
通
管
理

課０
３
（
５
２
５
３
）
８
１
１
１
（
内

線
３
７
４
２
３
）



フォトニュース

Ｉ　　■　　■　　■ ，

１
　
　
－

Ｉ
　
　
Ｉ

Ｉ
　
　
Ｉ
　
　
－
　
　
－

１
　
　
－

一
嚢
靭
鎧
餅 ’

■一■■
　
先
に
、
広
報
を
通
じ
桂
川
公
園
に
架
け
る
橋
の
名
称
を
正
式
募

集
し
た
と
こ
ろ
、
町
内
外
者
の
方
々
か
ら
８
１
通
の
応
募
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
橋
の
正
式
名
称
を
決
定
す
る
た
め
、
各
方
面
の
方
々

の
ご
意
見
を
お
聞
き
し
て
慎
重
に
選
考
し
た
結
果
、
現
在
、
桂
川

公
園
は
小
さ
な
お
子
さ
ん
か
ら
高
齢
者
の
方
々
が
親
し
く
ふ
れ
あ

っ
て
い
る
憩
い
の
場
所
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
公
園
に
架
か

る
橋
に
ふ
さ
わ
し
い
ネ
ｉ
ミ
ン
グ
と
い
う
こ
と
で
、
応
募
作
品
の

中
か
ら
、
橋
の
正
式
名
称
と
し
て
、
「
ふ
れ
あ
い
橋
」
に
決
定
と

な
り
ま
し
た
。

　
「
ふ
れ
あ
い
橋
」
の
名
称
で
応
募
さ
れ
た
方
々
が
４
名
い
ま
し

た
の
で
、
４
名
の
方
々
全
員
を
入
選
者
と
い
た
し
ま
す
。
町
長
か

ら
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

一一■１■一

入
選
者
の
皆
さ
ま
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

入
選
者
氏
名
＾
敬
称
略
）

ひホ２学鍛
２月のひよこ学級は、親子でリズム体操を

しました．軽快な音楽に乗って、思いきり

体を動かし、頭も心もリフレッシュ！親子

一緒に体を動かすことで，体を触れ合う楽

しさを感じ取ることができました
．

西
桂
町
倉
見
６
８
８
番
地
７

西
桂
町
小
沼
１
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見竃蘭篭醐
２月１０日（土）児童館では、バレン
タインデー１こちなみ、チョコレート
作りをしました。「誰にあげるの？」

「内緒１」楽しい会話をしながら 、自

分たちで仕上げていきました
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月行事予定表４

＝１’宇＝ 月８目 火臼目 水■目 木ｏ旦 金■旦 ＝＝ ’，

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

○ム血捌蠣 ○ヒチオシ了ター
付一カ仰｝Ｈ 旧１珊山睨ｉ螂

ｍ１帥、岨冊！ｏｌ ○ムれ机獺
甘一カイ巾Ｈ
１，１皿山ｏ舳｝蜆

８ ９ １０ １１ １２ １…１ １４

○由一戸ケーム大皇
　１ヨ １伽岨ｉ固

ｒ」サイ州ｍ醐
７１ 日…ヨ ＝ｏｏ

１５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１

○芋‘クラプ’全 ○岨蜆ケラプ’台 ○曲口子ヨくｏ
１筥 １帥皿呪‘舳 １｝ｍ｝Ｗ捨蜆 １ヨ珊山＝児ｉｍ

２２ ２目 ２４ ２５ ２６ ２７ ２呂

○アー 川岨一二＃ｏ

１コ閉｝明‘舳〕

２９ ３０ １ ２ ３ ４ ｉ


